
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

十
二
月
十
七
日
付
第
二
七
五
号

十
一
月
十
三
日
付
参
会
第
六
号

九
六
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
二
三
七
号
四
八
ペ
ー
ジ
×

四
八
ペ
ー
ジ

一
六
一
三
〇
〜
三
一最

後
の
住
所
北
九

州
市
小
倉
南
区
湯

川
２
丁
目
1
1番

2
7

号

最
後
の
住
所
北
九

州
市
小
倉
南
区
湯

川
２
丁
目
1
1番

1
7

号

〃

〃
三
六
〜
三
七事

務
所
北
九
州
市

小
倉
北
区
田
町
1
4

番
1
8号

ロ
イ
ヤ

ー
ビ
ル
６
階

事
務
所
北
九
州
市

小
倉
北
区
田
町
1
4

番
2
8号

ロ
イ
ヤ

ー
ビ
ル
６
階

終
り
か
ら

一
九
二
下

一
一
第
二
号
に
基
づ
き
第
二
号
の
規
定
に

基
づ
き

終
り
か
ら

一
八
九
下

一
三
、

等

〃

〃
〃
四
〜三
第
二
条
第
二
項
第

十
三
号
及
び
第
十

四
号

第
二
条
第
二
項
第

十
四
号
及
び
第
十

五
号

〃

〃
〃
二
〜一
第
八
十
四
条
第
四

号

第
八
十
五
条
第
四

号

一
九
〇
上

一
三
第
二
十
六
条
第
六

号

第
二
十
五
条
第
六

号

〃

〃

二
一
第
三
十
六
条
第
六

号

第
三
十
八
条
第
六

号

〃

〃

二
二
第
二
十
六
条
第
五

号

第
二
十
五
条
第
五

号

終
り
か
ら

一
九
一
下

一
一
第
五
条
第
三
号
中
第
五
条
第
一
項
第

三
号
中

〃

〃
〃

七
「
原
子
炉
」

「
原
子
炉
に
」

〃

〃
〃

〃
「
発
電
用
原
子
炉

」

「
発
電
用
原
子
炉

に
」

一
八
一
下

二
二
に
燃
料
体
と
し
て

使
用

に
使
用

〃

〃

〃

核
燃
料
物
質

燃
料
体

一
八
三
〃

一
八

こ
の
規
則
は
、
１

こ
の
規
則
は

、

終
り
か
ら

一
七
〇
下

三
第
七
十
六
条

第
七
十
七
条

一
七
一
上
〃

八
第
二
十
六
号

第
六
号

一
七
四
〃

二
〇
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ

原
子
炉
冷
却
材
バ

ウ
ン
ダ
リ

終
り
か
ら

一
七
七
下

二
四
原
子
炉
格
納
容
器

を
含
む
。

設
備
を
含
む
。

一
八
一
上
〃

七第
七
十
七
条
関
係
第
七
十
八
条
関
係

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

平成™œ年˜™月˜�日 火曜日 第�˜ ›号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
西
東
京
市
保
谷
町
五
丁
目
八
番
、
最
後

の
住
所
東
京
都
西
東
京
市
谷
戸
町
三
丁
目
二
〇
番
四

号
第
二
清
美
荘
二
〇
一
号被

相
続
人

亡

肥
後

守
人

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
五
日
東
京
家

庭
裁
判
所
立
川
支
部
に
お
い
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
場
合
、
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目
三
七
番
八
号
本
郷
春

木
町
ビ
ル
七
階
児
玉
明
謙
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
肥
後
和
人

代
理
人
弁
護
士

児
玉

明
謙

限
定
承
認
公
告

本
籍
神
奈
川
県
横
須
賀
市
秋
谷
二
丁
目
二
七
六
番

地
、
最
後
の
住
所
神
奈
川
県
横
須
賀
市
秋
谷
二
丁
目

一
三
番
三
号

被
相
続
人

亡

小
池

修
一

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
月
十
二
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日
横
浜
家
庭
裁

判
所
横
須
賀
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
大
滝
町
一
e

二
六

清
水
ビ

ル
三
階

横
須
賀
市
民
法
律
事
務
所

限
定
承
認
者
小
池
康
多
郎

代
理
人
弁
護
士

小
林

秀
俊

同

松
田
恵
理
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
愛
知
県
稲
沢
市
祖
父
江
町
祖
父
江
南
方
一
三
四

番
地
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

梅
村

俊
夫

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
月
十
三
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
日
名
古
屋
家
庭

裁
判
所
一
宮
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

愛
知
県
稲
沢
市
祖
父
江
町
祖
父
江
南
方
一
三
四
番
地

相
続
財
産
管
理
人

梅
村

慶
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
宮
崎
県
日
南
市
南
郷
町
中
村
乙
四
六
八
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
宮
崎
県
日
南
市
南
郷
町
中
村
乙
五

五
一
三
番
地
二
三

被
相
続
人

亡

原
田
ア
イ
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
八
月
十
三
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日
宮
崎
家
庭
裁

判
所
日
南
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相

続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

愛
知
県
一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田
字
北
宿
四
の
切
一

一
四
番
地
藤
和
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
木
曽
川
八
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

稲
垣

綾
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
市
東
淀
川
区
大
道
南
一
丁
目
三
二
八
番
地

三
、
最
後
の
住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
大
道
南
一
丁
目

一
四
番
一
三
号

被
相
続
人

亡

細
谷
い
ほ
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日
大
阪
家

庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債

権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
三
丁
目
四
番
五
号
西
天
満

ワ
ー
ク
ビ
ル
三
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人
細
谷
正

代
理
人
弁
護
士

川
合

清
文

出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
公
告

当
組
合
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
九
日
開
催
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
、
出
資
一
口
の
金
額
を
一
万
円
か
ら
一
千

円
に
減
少
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

以
上
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
五
十
六
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

長
野
県
松
本
市
大
字
新
村
一
〇
五
五
番
地
一

Ｎ
Ａ
Ｋ
ネ
ッ
ト
協
同
組
合

代
表
理
事

中
村

英
男

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日
（
号
外
第
百
四
十
号
）

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
号
（
研
究
開
発
段
階
発
電

用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
）

（
原
稿
誤
り
）

同
日
（
同
号
外
）
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
一
号

（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の

技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
）

（
原
稿
誤
り
）

一
八
三
ペ
ー
ジ
下
段
一
九
行
目
か
ら
二
〇
行
目
の
間
に

次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
発
電
用
核
燃
料
物
質
に

関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
通
商

産
業
省
令
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
て
い
る
認
可
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
た
認
可
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
発
電
用
核
燃
料
物
質
に

関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
第
三

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
さ
れ
た
申
請

と
み
な
す
。

同
日
（
同
号
外
）原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
十
号（
原

子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
告

示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
）

（
原
稿
誤
り
）

同
日
（
同
号
外
）
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
十
三
号

（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関

す
る
規
則
第
三
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
溶
接
安
全
管

理
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
組
織
と
し
て
原
子
力
規
制

委
員
会
が
定
め
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

一
九
二
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
九
行
目
「
規
定
す
る
溶

接
安
全
管
理
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
組
織
と
し
て
次

の
と
お
り
定
め
、」を
削
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
七
日
掲
載
の
福
岡
家
庭
裁
判

所
小
倉
支
部
に
係
る
平
成
二
十
五
年
（
家
）
第
九
〇
七
〇

号
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
中

（
原
稿
誤
り
）

訂
正
公
告

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日
（
号
外
第
二
六
三
号
）
掲

載
の
北
星
化
学
株
式
会
社
に
係
る
第
四
十
八
期
決
算
公
告

（
枠
組
）
中
、「固

定
資
産

ii5
,1
6
6

」
と
あ
る
は
、「固

定

資
産

ii5
,8
6
4

」、「資
産
の
部
合
計

ii1
2
6
,8
8
5

」と
あ
る
は
、

「資
産
の
部
合
計

ii1
2
7
,5
8
3

」、「流
動
負
債

ii7
2
,7
0
3

」

と
あ
る
は
、「流

動
負
債

ii7
2
,6
6
8

」、「固
定
負
債

ii3
,2
9
9

」

と
あ
る
は
、「固

定
負
債

ii4
,0
3
1

」、「負
債
及
び
純
資
産
の

部
合
計

ii1
2
6
,8
8
5

」
と
あ
る
は
、「負

債
及
び
純
資
産
の

部
合
計

ii1
2
7
,5
8
3

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
三
丁
目
五
番
三
五
号

北
星
化
学
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤

晶

š™
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